
城陽市下水道事業ビジョンの進捗状況

１　施策の取り組み状況

区分 施策方針 NO 施策名
施策
区分

施策内容
令和４年度
取組実績

令和５年度
取組状況

関連
指標

安全・
安心-1

下水道施
設の耐震
化の推進

①

下水道総
合地震対
策計画の
推進

〇

「下水道総合地震対策計画」
に基づき、「防災」と「減災」を
組み合わせて、計画的に地
震対策を進めます。

実施 実施

安全・
安心-1

下水道施
設の耐震
化の推進

②
重要な管路
の耐震性
確保

◎

被災した場合の影響度や被
災するリスクの高い管路か
ら、優先的に耐震診断を実施
し、耐震性能が不足する場合
には耐震化工事を順次行っ
ていきます。

実施
（耐震診断延
長：2.7km）

実施
（耐震診断延
長（予定）：
2.9km）

1,2,3

安全・
安心-2

危機管理
対策の強
化

③

下水道業
務継続計
画（下水道
ＢＣＰ）の充
実

〇

下水道ＢＣＰの内容を充実さ
せるとともに、定期的に内容
の見直しを図り、想定される
災害の追加や災害に備えた
訓練結果を踏まえて、内容の
更新を図ります。

実施
（下水道BCP
改定の検討、
協議）

実施
（下水道BCP
改定の検討、
協議）

4

安全・
安心-2

危機管理
対策の強
化

④
災害に対す
る訓練の実
施

引き続き、市全体での総合防
災訓練や連携する他都市と
の合同訓練に積極的に参加
し、災害時の円滑な対応がで
きるシステム構築などを目指
して取り組みます。

実施
（合同訓練参
加回数：2回）

実施予定
（合同訓練
実施済：1回）

5

安全・
安心-2

危機管理
対策の強
化

⑤
相互応援
体制の充
実

近隣下水道事業体や日本下
水道事業団など、様々な団
体と緊急時に対応できる緊密
な相互応援体制の構築をさら
に図ります。

実施
（広域化、共同
化と併せて検
討）

実施
（広域化、共同
化と併せて検
討・協議）

6

持続-1
老朽化に伴
う管路の更
新

①
ストックマネ
ジメント計
画の策定

管路の損傷や劣化に起因す
る問題（道路陥没、溢水など）
を発生させないことを目指す
とともに、長期的な改築需要
の見通しを踏まえて改築量の
平準化を考慮した「ストックマ
ネジメント計画」を策定しま
す。

検討 検討 7

持続-1
老朽化に伴
う管路の更
新

②
計画的な点
検・調査の
実施

〇
計画的に管路の点検・調査を
進めていきます。

実施
（耐震化事業
と併せて実施）

実施
（耐震化事業
と併せて実施）

持続-1
老朽化に伴
う管路の更
新

③
必要な修
繕・改築の
実施

点検・調査を実施した結果、
何らかの対応が必要な管路
が見つかった場合は、現地
状況や対策費用などを勘案
したうえで、修繕・改築を確実
に実施していきます。

実施
（マンホール蓋
改築箇所：15
件）

実施予定

資料
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区分 施策方針 NO 施策名
施策
区分

施策内容
令和４年度
取組実績

令和５年度
取組状況

関連
指標

持続-2
管路の雨
天時浸入
水対策

④
不明水対
策の実施

〇
今後も不明水調査を継続し、
原因特定や対策の取り組み
を進めていきます。

実施
（木津川流域
下水道連絡協
議会において
対策協議）

実施予定 8

持続-3
財政基盤
の強化

⑤
持続可能な
財源の検
討

〇

一般会計繰入金の増額や適
正な下水道使用料の改定等
により財源を確保し、資金不
足の解消を行い、財政基盤を
強化します。

実施
（基本使用料
の減免の段階
的廃止）

実施
（基本使用料
の減免の段階
的廃止（完
了））

9,10,
11

持続-3
財政基盤
の強化

⑥
業務の効
率化

さらなる業務の効率化を図る
ための委託可能な業務を検
討します。

検討 検討

持続-4
組織の強
化

⑦
広域化・共
同化の推
進

近隣市町などと情報共有を
行うとともに、業務の共同化
などできるところから検討しま
す。

実施
（協議）

実施
（協議）

12

持続-4
組織の強
化

⑧ 人材育成 〇

引き続き、外部研修会などへ
の参加や必要な資格の取得
などを積極的に取り組んでい
きます。

未実施
（研修への参
加を申込んだ
が抽選により
落選）

実施予定

持続-5
市民サービ
スの充実

⑨
広報活動
の充実

広報活動の充実を図り、市民
のみなさまの下水道に関する
ご理解・ご協力をいただける
よう努めていきます。

実施
（水だよりの発
行：1回、ホー
ムページの更
新：随時）

実施予定
（水だよりの発
行：1回、ホー
ムページの更
新：随時）

持続-5
市民サービ
スの充実

⑩
サービスの
充実

より良い下水道サービスの充
実に向けて、使用料収納をは
じめ、さらなるサービス向上
に努めます。

検討 検討

快適-1
下水道未
整備地区
の解消

①
未整備地
区の解消

地理・地形的および技術的要
因により、下水道整備が行わ
れていない地区の水洗化の
方法を検討します。

実施
（水洗化の実
施：2件）

検討

快適-2
公共用水
域の水質
保全

②
下水道接
続率の向
上

〇

下水道へ接続いただいてい
ない家庭や事業所などに対し
て、下水道へ接続いただくよ
うに普及啓発活動を継続し、
より効果的な手法を検討し
て、水洗化率の向上を目指し
ます。

実施
（事業所への
訪問等啓発：
32件）

実施
（事業所への
郵送啓発）

13,14

快適-2
公共用水
域の水質
保全

③

事業場（除
害施設）か
らの排水水
質の指導

除害施設を設けている事業
場に対して、排水水質基準遵
守の徹底を図ります。

実施
（立入水質検
査実施件数：
19件）

実施
（立入水質検
査実施件数：
19件）
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２　関連指標の状況

NO 区分 目標設定 指標 優位性 基準年
（平成30年度）

令和４年度
実績

計画終期
（令和11年度）

の目標値

1
安全・
安心-
1

管路の耐震性確保
管路の耐震化率
（重要な幹線等）

↑ 43.7％ 99.9％ 100.0％

2
安全・
安心-
1

管路の耐震性確保
管路の耐震化率
（その他の幹線）

↑ 0.7％ 37.3％ 推進

3
安全・
安心-
1

管路の耐震性確保
管路の耐震化率
（重要な管路）

↑ 21.7％ 67.9％ 49.2％

4
安全・
安心-
2

危機管理対策の強
化

下水道BCPの内容
充実

-
作成

（簡易版）
検討

（簡易版）
充実

5
安全・
安心-
2

危機管理対策の強
化

災害訓練の定期的
実施

-
非定期的に
実施

流域下水道
の訓練に参
加

5 年に1 回以
上実施

6
安全・
安心-
2

危機管理対策の強
化

相互応援体制の充
実

-
近隣団体や
協会と連携

検討
充実(連携先
増)

7
持続-
1

⽼朽化に伴う管路
の更新

下水道ストックマネ
ジメント計画の策
定

- 未策定 検討 策定

8
持続-
2

不明水対策の実施 有収率 ↑ 98.4％ 98.9％ 98.5％

9
持続-
3

財政基盤の強化
企業債残⾼対使用
料収入比率

↓ 1,744.1％ 1,612.0％ 1,000 ％以下

10
持続-
3

財政基盤の強化
処理区域内人口1
人あたりの企業債
残高

↓ 287.2千円 250.9千円
200 千円以
下

11
持続-
3

財政基盤の強化 企業債残高実数 ↓
21,805百万
円

18,568百万
円

12,000 百万
円以下

12
持続-
4

組織の強化
広域化・共同化に
関する計画の検討

- 未検討 検討 検討継続

13
快適-
2

下水道接続の向上 接続率 ↑ 93.2％ 95.4％ 97.5％

14
快適-
2

下水道接続の向上
下水道への接続啓
発活動の推進

- 継続 継続 継続

3



実績← →推計 （単位：百万円）
R元

2019年
R2

2020年
R3

2021年
R4

2022年
R5

2023年
R6

2024年
R7

2025年
R8

2026年
R9

2027年
R10

2028年
R11

2029年
ビジョン期間

合計

収益的収入 2,104 2,109 2,146 2,215 2,117 2,345 2,386 2,387 2,371 2,367 2,361 22,803

下水道使用料 1,242 1,176 1,262 1,152 1,131 1,465 1,466 1,467 1,459 1,456 1,454 13,488

一般会計繰入金(A) 385 304 310 289 225 279 309 305 310 333 357 3,021

その他の収益 477 629 574 774 762 601 610 615 602 577 551 6,294

収益的支出 1,791 1,723 1,674 1,683 1,691 1,641 1,624 1,609 1,593 1,571 1,557 16,367

職員給与費 42 58 94 93 92 89 89 89 89 89 89 867

流域維持管理負担金 457 430 414 432 440 445 444 445 439 438 436 4,363

減価償却費等 874 863 865 891 871 868 870 871 865 867 866 8,697

支払利息等 332 296 263 234 211 195 177 161 147 134 122 1,941

その他の支出 86 76 38 34 78 44 44 44 52 44 44 499

当年度純利益 313 386 472 531 426 704 762 777 779 795 804 6,436

資本的収入 1,416 1,427 1,504 1,423 1,508 1,720 1,728 1,521 1,532 1,491 1,258 15,113

企業債 1,197 1,118 1,070 1,077 1,091 1,366 1,364 1,153 1,169 1,151 942 11,500

一般会計長期借入金 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

一般会計繰入金(B) 215 296 310 331 395 341 351 355 350 327 303 3,359

国庫支出金 0 7 17 11 10 0 0 0 0 0 0 45

受益者負担金・工事負担金 2 4 5 3 2 3 3 3 3 3 3 33

その他 2 2 2 2 10 10 10 10 10 10 10 76

資本的支出 2,386 2,267 2,179 2,145 2,179 2,457 2,484 2,299 2,337 2,325 2,130 22,802

建設改良費 150 138 208 111 157 167 167 167 167 167 165 1,610

企業債等償還金 2,234 2,127 1,970 2,033 2,012 2,280 2,308 2,122 2,160 2,149 1,955 21,116

その他 2 2 2 2 10 10 10 10 10 10 10 76

収支 △ 969 △ 840 △ 675 △ 722 △ 671 △ 737 △ 757 △ 778 △ 805 △ 834 △ 872 △ 7,689

他会計長期借入金残高 340 160 160 120 100 100 100 100 100 100 100

企業債残高 21,060 20,256 19,472 18,568 17,680 16,779 15,848 14,889 13,906 12,912 11,899

一般会計繰入金合計（A）＋（B） 600 600 620 620 620 620 660 660 660 660 660 6,380

R3年10月改定後資金不足 △ 1,780 △ 1,890 △ 1,764 △ 1,647 △ 1,590 △ 1,333 △ 1,046 △ 771 △ 516 △ 253 3

備考

　〇 令和３年１０月改定　算定期間（令和３年１０月～令和１２年３月）中の平均改定率　１３．３％　（経過措置・軽減措置反映後）

　〇 令和５年度で経過措置（軽減措置）終了

　〇 一般会計繰入金　令和３年度～令和１１年度で合計３億８，０００万円積み増し　

　〇 一般会計長期借入金　令和３年度　１億円借り入れ　（償還は令和１２年度）

※ 本表は四捨五入による整理上、表内の合計数値が一致しないことがあります。

３　城陽市下水道事業ビジョン期間中（令和２年度～令和１１年度）の財政計画

科目

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

令和１１年度 資金不足解

消

城陽市下水道事業ビジョン 対象期間

4


